
令和 7 年度上半期 指定管理者管理運営状況シート 

●施設の概要 

施設名 長森児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課 

所在地 岐阜市野一色 4 丁目 11 番 4 号 

指定管理者名 社会福祉法人 岐阜市社会福祉事業団 

指定期間 令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日まで 

選定方法 ■公募        □非公募  

料金制 □使用料       □利用料金         ■料金徴収なし 

指定管理委託料（年額） 16,158,000 円 

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。 

施設概要 
◇構造：鉄筋コンクリート造平屋建 ◇敷地面積：1,297.26 ㎡ ◇延床面積：440.25 ㎡ 

◇施設内容：遊戯室、幼児室、図書学習室兼集会室、おもちゃ図書館、事務室、駐車場 

●利用状況 

  R7 上半期 R6 下半期 R6 上半期 R5 下半期 R5 上半期 

利用者数 

（単位：人） 

来館者数 16,430 13,494 14,292 13,456 13,319 

移動児童館利用者数 256 443 124 366 248 

各室稼働状況 
移動児童館実施回数（単位：回） ※5(3) ※10(6) ※4(2) ※10(4) ※6(3) 

開館日数（単位：日） 156 151 154 151 155 

※実施回数（施設未設置地区実施回数） 

●業務の履行確認 

区分 確認事項 履行状況 

利用者 

サービス 

①開館日・開館時間の遵守 

②適切な人員配置 

 

③広報の方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④苦情への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施 

①適正に実施している。 

②職員３人（所長、常勤職員２人）（保育士資格を有する２名の内 1

級児童厚生員１名、２級児童厚生員１名） 

③エリア５校区（長森北・南・西・東・日野）小学校に依頼をし、デー

タ配信をすることで、対象全児童（２２９１人）が貸与されているタブ

レット端末にて閲覧できます。 

・野一色公園の掲示板にもイベントの案内の掲示をお願いしてい

ます。 

・澤田新聞店（中日新聞）の情報誌「長森かわら版」への取材の依

頼をしました。 

・ホームページ（上半期１３回更新）・インスタグラム（連動してフェイ

スブックともに上半期６４回内動画３回投稿）にて情報発信をしまし

た。 

・岐阜市子育て支援アプリ「母子も」を使い行事のお知らせをしまし

た。（10 回） 

・地域の方向けに児童センターの紹介とボランティア募集のチラ

シ・行事のお知らせを５公民館に配架、掲示をお願いしました。（２

回） 

④ご意見箱を常時設置し、利用者からのご意見・ご要望をいただ

ける体制としています。また苦情解決の仕組み・苦情の申し出先を

館内掲示（玄関・ホールにて）することで苦情に対して適切に対応

できる体制としています。 

・児童・保護者を対象にアンケートを１回実施しました。アンケート

の結果（各 100 名分）は館内に掲示しました。 

・小学生対象に行事後に独自のアンケートを（上半期２回）行い、

子供たちの今の気持ちを聞くことで年間を通し要望を把握して取り

入れました。（手作りカードゲームを追加、塗り絵の種類追加など） 

⑤仕様書、事業計画書に基づき事業を実施しました。 
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自主事業 

提案事業 

 ・野一色公園と合同でフリーマーケットの開催を提案し企画。受付

事務局として取りまとめています。 

 

施設管理 

①施設設備の保守点検の実施 

 

②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用でき

る状態の保持 

 

 

 

 

 

 

 

 

③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努め

ること 

 

 

 

 

 

 

④施設・設備・備品等の維持管理 

①管理点検マニュアルに基づき日常点検・消防用設備の点検・遊

具設備及び建物点検等適切に実施しました。 

②施設の清掃は職員による日常清掃（当番制）と就労継続支援事

業所による週２回の館内清掃を実施。年３回の業者に依頼しての

ワックス掛け等（上半期１回）を実施しました。 

玩具等は事務室での貸出物品は、毎回の消毒に心掛け、それ以

外の玩具については使用頻度を見ながら不定期ではあるが、消毒

をして安心して使って頂けるようにしました。 

 ６月におもちゃ図書館と幼児室のエアコンのクリーニングを行い

ました。エアコン内部をきれいにすることで汚れや匂いもなくなり、

良い環境で遊んでいただけるようになりました今後計画的に進め

たいと思います。 

③未使用の部屋の電気・エアコン等スイッチを切り適切な温度設

定、フィルター清掃などを行い節電に努めました。 

利用者からおもちゃの寄付をいただき活用すること（5 回）やおもち

ゃ病院を活用しておもちゃの修理をして使うことで，物を大切にす

る心や壊れてもすぐに捨てない。また、廃材募集のポスター掲示、

声掛けをして集まったペットボトル及び牛乳パック・トイレットペーパ

ーの芯・ラップの芯を活用した制作をすることで、経費、環境に配

慮した施設運営に心掛けました。 

④月１回の職員による施設の安全点検・遊具の点検・AED 器具の

機能確認、毎日の消毒、清掃を行い、遊具設備の維持管理に努

めました。 

 

施設修繕 

下記の観点からの修繕実施状況 

①迅速・適切な修繕の実施 

②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備 

①緊急性のあるものは、岐阜市社会福祉事業団事務局及び岐阜

市に即時報告して判断を仰ぎました。（防災盤故障） 

②建物等大規模修繕は、岐阜市社会福祉事業団を通して岐阜市

へ要望を提出しました。（ホールの床・玄関自動ドアの部品劣化・

園庭フェンス外側の防草シート） 

 

危機管理 

法令遵守 

①個人情報の保護 

②非常時の対応策 

③関係法令の遵守 

岐阜市社会福祉事業団個人情報保護規程、災害マニュアル、児

童福祉法等関係法令を遵守し適切に実施しました。 

①個人情報が記載された用紙は、使用後は全てシュレッター処理

を行い個人情報の漏洩防止を徹底しました。 

②災害や事故が発生した場合には、岐阜社会福祉事業団並びに

岐阜市へ迅速に報告する体制を構築しました。また上半期１回消

防訓練を実施（9 月）、非常用備品の確認も同時に行い期限の確

認と不足品の補充も実施しました。マニュアルに沿っての適切な対

応及び消防訓練）を実施し警察・消防への適切な対応の徹底と警

備会社との連携をしています。 
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●利用者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者アンケート 

の実施状況 

及び実施結果 

＜保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 7 月 2 日 ～ 8 月 2 日 

【回答者数】 100  人       

【校区】 長森北： 18 人 長森西： 18 人 長森南： 16 人 長森東： 12 人  

  日野： 11 人 厚見： 4 人 早田： 2 人    

  その他市内： 7 人 その他市外： 12 人   

【年齢】 10 代： 0% 20 代： 12% 30 代： 70% 40 代： 10% 50 代以上： 7%   

【評価】 

（あいさつ） 満足： 90% ほぼ満足： 5% 普通： 5% やや不満： 0% 不満： 0% 

（言葉づかい） 満足： 90% ほぼ満足： 3% 普通： 7% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用者対応） 満足： 93% ほぼ満足： 4% 普通： 3% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用しやすさ） 満足： 81% ほぼ満足： 15% 普通： 4% やや不満： 0% 不満： 0% 

（整理整頓） 満足： 85% ほぼ満足： 10% 普通： 4% やや不満： 1% 不満： 0% 

（清潔感） 満足： 76% ほぼ満足： 19% 普通： 5% やや不満： 0% 不満： 0% 

（換気） 満足： 80% ほぼ満足： 12% 普通： 8% やや不満： 0% 不満： 0% 

〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

＜小・中・高校生用アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 7 月 2 日 ～ 7 月 30 日   

 

【回答者数】 100  人   

【学年】 小学： 1 年 3 人 2 年 5 人 3 年 12 人  

  4 年 26 人 5 年 13 人 6 年 21 人  

 中学： 1 年 14 人 2 年 0 人 3 年 0 人  

 高校： 1 年 1 人 2 年 2 人 3 年 3 人  

 無回答： 0 人       

 【学校名】 長森北小 50 人 長森中 14 人 長森東小 13 人 長森西小 10 人  

   その他市内 10 人 その他市外 3 人   

 〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

利用者からの 

要望・苦情と 

対処・改善 

・子どものことを一緒にもう少し見てくれると嬉しいです                                                 

A.私たちもたくさん関わりたいと思っていますので遠慮なく声をかけてください         

・いつも親切で新しいことをしてくださってとても満足しています。水遊びやプールが常設だとさらに良いです。                                                  

A.今年熱中症警戒アラートが発令することが多く、やむを得ず中止となりました。九月に予定しましたのでまたぜひご参加

ください  

・イベント案内が来館以外で知る方法がわからない。HP をみても探しづらいため、HP でわかりやすいとイベントに参加し

やすい  

A.今、岐阜市の母子モインスタグラムにもおたよりの情報を発信しています。見て頂けるよう案内も増やしていきたいと思

います。                    

・中学生がうるさい                                                                                                                                  

A：懇談の日で中学生がたくさん来てくれていたので、いつも以上ににぎやかでした。大きい声を出しているときは注意し

ています。 

・ハロウィンとかコスプレとかしますか？ 

A:予定しています 

                                              

・男と女で部屋を分けて欲しい  

A:学校と同じなのでみんなで一緒に遊んでくださいね  

・厚見にはないので長森はいいと思います。 

未回答有 
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 ・イケメンつれてきて！！A：お友達を誘ってきてください  

・知っている人形がない A：どんなお人形が欲しいか教えてください 

・椅子をもう少し増やしてほしい A：検討します 

・プラズマカーを増やしてほしい A:検討します 

・知っているおもちゃがない A:知らないおもちゃでも楽しめるよう先生と一緒に遊びましょう 

・もっと広いバスケができる遊戯室にしてほしい A:広くはできないので今のスペースで楽しく遊べる方法を考えます                                                                

・新しい遊戯室でできるものがほしい A：何であそびたいかを教えてくれると嬉しいです 

・マンガをふやしてほしい A：増やします 

・カードゲームを増やしてほしい A：増やしました。楽しみにしていてください   
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●指定管理者の選定基準に基づく評価（長森児童センター） 

区分 選定基準 評価項目 具体的な業務要求水準 

評価 

指定 
管理者 

所管課 
評価 

委員会 

公平性 
透明性 

住民の平等利用が確保
されること 

①平等利用を確保するための体

制、モニタリングなど 

・利用者アンケートの実施 

・運営委員会の開催 
S S S 

②情報公開、広報の方策 
・利用者アンケート結果の公表 

・広範で適切な情報提供・広報活動の実施 
S S S 

区分評価  S 

効果性 

事業計画書の内容が、
対象施設の効用（設置
目的）を最大限発揮する
ものであること 

③既存業務の改善、工夫又は新

規事業等の実施 
・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施 S S S 

④利用者ニーズ、苦情などの把

握方法、対応方策及びサービス

の質を確保するための体制 

・利用者のニーズ、苦情の把握 

・利用者のニーズ、苦情、クレームへの着実な対応・運

営への反映 

S S S 

⑤利用者に対するサービス向上

の方策（窓口応対、プロモーショ

ン、設備の整備など） 

・移動児童館の実施 

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施 
A A A 

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施 S S S 

⑦施設の効用（設置目的）を最大

限発揮できるスタッフの配置 
・過不足ない適正な人数配置、無理のない職員体制 A A A 

区分評価  S 

効率性 
事業計画書の内容が、
管理経費の縮減が図ら
れるものであること 

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行 A A A 

⑨管理経費縮減の具体的方策 
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユ

ース、節水・節電など） 
S S S 

区分評価 S  

安定性 
安全性 

事業計画書に沿った管
理を安定して行う物的
能力、人的能力を有して
いること 

⑩組織及びスタッフ（採用予定者

も含む）の経歴、保有する資格、

ノウハウ、専門知識等 

・児童厚生員を 2 人以上、その他の職員（施設が児童

センターの場合は体力増進指導に関し知識技能を有す

る者）を 1 人以上配置（このうち最低 1 人は常勤職員と

すること） 

A A A 

⑪スタッフ（採用予定者も含む）

の管理、監督体制 
・職員の連携体制、職場環境の整備 A A A 

⑫スタッフ（採用予定者も含む）

の人材育成の方策 

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参

加 
S S S 

⑬リスクへの対応方策（利用者の

安全確保策、防止策、非常時の

対応マニュアルなど） 

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備 

・リスク防止策の実践 
S S S 

区分評価 S  

貢献性 

事業計画書の内容が、
岐阜市あるいは施設が
ある特定の地域（以下
「地元」という。）の振
興、活性化などに貢献
できるものであること 

⑭地元の法人その他の団体の育

成（一部業務の再委託先）、地元

住民の活用（雇用又はボランティ

ア等） 

・地元の諸団体との連携、交流 

・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢

者・障がい者等の活用 

S S S 

⑮地元での社会活動等への参加 

・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等へ

の参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民と

の協働事業等の実施 

S S S 

区分評価 S  
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●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など) 

今期の取組み 
に対する評価 

□利用者アンケートの実施（公平性透明性①） 

保護者用（100 名） 

〈職員について〉と〈施設について〉の合計７項目で、「満足」と「ほぼ満足」の合計が７項目すべてで９２％以上の高い

評価をいただきました。 

〈職員について〉の３項目(あいさつ、言葉づかい、利用者対応)の「満足」と「ほぼ満足」の合計の平均は９３％以上と、

高い満足度を維持しています。 

小学生用（100 名） 

児童館の好きなところ・行きたいと思った理由に「夏涼しい」「楽しいから」「明るくて安心する」「気軽にくることができ

る」「雨で外で遊べない時に利用できる」「一人でも遊べる」など、子どもたちにとってそれぞれの居場所になっているこ

とが判りました。 

多くの方の声を聞くことで、運営に役立つご意見を伝えていただけるのではとの思いで、保護者・児童各１００名からア

ンケートをいただきました。常連の方も、初めて来られた方にも、幅広い方からご意見を頂くことにより、利用者の思い

がより伝わるアンケートとなりました。 

小学生に独自のアンケート（2 回） 

年２回のアンケートだけでなく、行事に参加した子に不定期に今興味あることや、児童センターでやってみたい事を書

いてもらい、行事に活かしました。ぬりえのリクエストがあり新作ぬりえを増やしました。あそびの中で、他のカードゲー

ムもやりたいと話に出た為、すぐにカードゲームを手作りし、５種類増やしました。最初はルールが分からない為、職

員と一緒にあそび、ルールを覚え始めてくるとゲームを目当てに続けて遊びに来てくれる子が増えました。相手の持っ

ているカードの数字を当てるゲームでは、子ども同士でルールを教え合い、楽しむ姿がみられました。 

 

□広範で適切な情報提供、広報活動の実施（公平性透明性２）（効果性⑥） 

・主任児童委員主催の情報交流に参加（再掲②⑭） 

長森・日野地域の保育所・幼稚園・主任児童委員・担当保健師との情報交流会に参加しました。そこで最近の乳幼児

の様子、園児数、親からの相談など各施設の参加者からの話を聞くことができました。保健師の方からは、支援教室

についての話や、健診の大切さなど聞くことができました。児童センターからは各施設のお知らせなど当センターに掲

示する情報をいただけるようお願いしました。交流会後、当センター隣の保育園と長森幼稚園の方が、チラシを届けて

くださいました。又、交流会で同席した幼稚園の先生に、児童センターで未就園児対象に、遊びの提供をしていただく

ことが決まり交流しました。（上半期２回（うち１回は台風により中止）） 

・公式ラインの活用(再掲②③⑤) 

登録制の幼児クラブの参加者や行事の申込者（保護者）を対象に、長森児童センターの公式ラインの登録を呼びかけ

ました。（登録者と児童センターの１対１のやり取りとなるため、他の登録者へ情報漏えいすることはありません）登録

することで、持ち物の連絡や写真の送信をスムーズに行うことができました。保護者の方からはクラブの欠席連絡や、

今日参加したクラブの感想など書いて頂ける方もあり大変好評です。一般行事で登録された方も、様々な問い合わせ

等に気軽にラインを活用していただいています。（登録者数 ２７１名） 

・インスタグラムによる広報宣伝活動の充実(再掲②⑥) 

タブレット端末を活用したインスタグラムを導入したことにより、多様な手段で幅広い年齢層に、スピーディーに情報を

提供できることとなりました。上半期には新たなアプリも導入し、動画の配信に取り組んだり、音楽を活用して楽しい様

子が伝わるようにするなど、多くの方に関心を持っていだだけるよう努めました。(上半期投稿回数６４回、内動画３

件、合計３５１のいいね、フォロワー数３９４人) 

・全児童館・児童センターの案内をおたよりに掲載(再掲②⑥) 

毎月発行している乳幼児と保護者向けおたよりの裏面に、岐阜市内すべての児童館・児童センターの所在地を地図

上で記載しました。これにより、普段利用している児童館以外の児童館・センターを知っていただくきっかけとしました。 

・「ツナグテ」利用者への PR(再掲②⑥) 

毎月発行するおたよりを「ツナグテ」のチラシ受けに置いていただき、「ツナグテ」の利用者にも長森児童センターの PR

を行うことができました。 

・岐阜市子育てアプリの活用 

行事のお知らせに活用しました。（幼児クラブ申込案内・中学生と乳幼児のふれあい・骨盤体操・おもちゃの広場・リト

ミック） 

・おたよりのデータ配信(再掲②⑤) 

毎月発行している小学生向けおたより「あそぼっけ」を、担当エリア小学校（長森北・長森南・長森西・長森東・日野）に

依頼をして、各児童にデータ配信をすることで担当校区全ての児童が貸与されたタブレット端末で長森児童センター

の情報をいつでも閲覧できます。 

・公民館等にイベントのチラシを配架・掲示依頼 

地域の方にも参加していただける行事の案内「ボランティアの募集」を担当エリア５公民館（長森北・長森南・長森西・

長森東・日野）長森コミュニティーセンターにお願いしました。そのチラシを見て、行事に参加していただけた方があり

ました。 

１０月２５日の「オータムフェスタ」のチラシを長森北校区の回覧板で回覧していただけるよう、自治会長に依頼しまし

た。（長森北校区１５３班へ回覧） 

・青少年育成市民会議会報「すこやか」への記事の依頼 

長森北校区で発行される「すこやか」に長森児童センターへの原稿の依頼がありました。「長森児童センターってどん

なところ？」をテーマに原稿を書きました。１１月の「広報すこやか」に掲載予定です。 

・地域の情報誌に掲載依頼 

澤田新聞店（中日新聞）の方に、長森ショータイムの様子を取材していただきました。行事で練習をした万博体操を踊

る様子を、澤田新聞店の情報誌「ながもりかわら版」に掲載していただきたく取材の依頼をしました。 

・ホームページでの情報提供 

ホームページの更新、最新情報を提供しました。(上半期更新１３回 
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□業務改善や工夫（効果性③⑤） 

・貸出おもちゃリスト作成 

新しく購入したおもちゃを紹介するため、貸出おもちゃのリストを写真付きで作成し、事務室前に掲示しました。 

貸し出す時におもちゃの説明することで、子どもとのコミュニケーションの場ともなり、利用者の方との会話も増えまし

た。 

・手作りカードゲームが多種多様になる（再掲③⑨） 

新しいカードゲームを手作りして５種類増やしました。ルールを伝えるため職員も一緒にあそび、それを目的にあそび

に来てくれる子が増えました。 

・図書の本を見やすく 

書棚にゆとりを持たせ、絵本の題名を５０音順に並べることで見やすくなりました。本を選びやすくなり絵本の貸し出し

回数が増えました。 

（５，６月７名から７，８月１２名） 

・夏祭り分散開催（再掲③） 

駐車場の台数に合わせ参加人数を考え、幼児は午前午後の計２回、各３０組とし、小学生は午前午後の計２回、各５

０名にしたことで、駐車場・駐輪場が大きく混雑することなく終えることができました。 

・公式ラインの拡大 

公式ラインをより活用するため、ボランティアや継続でお願いしている講師の方にも登録を呼びかけました。ラインで

会話することで文字として残り、打ち合わせや連絡がスムーズにできています。職員間での情報共有も効率よくできる

ことで更に公式ラインを活用する頻度も増えました。 

・パンフレットを見やすく 

玄関に他施設のパンフレットが大量に設置してあるが、雑然としていてあまり見られていなかったので、各部屋に対象

となる内容のチラシを掲示し、残りは事務室で管理するようにしました。以前より見ていただけるようになりました。 

「まま・ここっと」「ぶりあ」などの子育て情報雑誌を入館カードの横に置くことで、持ち帰っていただける方が増えまし

た。 

・サイエンスショーの開催 

元科学館館長によるサイエンスショーを今年も開催しました。今年も新たな出し物を工夫し、様々な実験を体験するこ

とで科学に対し興味・関心が高まりました。 

 

□新規事業（行事）等の実施 

・おもちゃの広場を開催 

木のおもちゃに触れ、木のぬくもりを感じてもらいたいと思い、岐阜木育指導員の方に依頼し「おもちゃの広場」を開催

しました。木の種類によって硬さや香りが違うことを話していただき、実際に肌で感じることができました。部屋に飾る

ポプリなども紹介していただきました。６種類の木のおもちゃを持ってきていただいたので、親子で自由にあそぶことが

できました。木の香りと温かみを感じながら、積み木を並べたり、積み上げたりと親子で楽しむ姿がみられました。 

（学期に１回・計３回開催） 

・七夕行事に竹の準備（再掲③⑭） 

七夕行事の為に大きな竹を２本、主任児童委員の方に届けていただきました。大きな竹２本玄関に飾り、利用者の方

に願い事を書いていただけるよう短冊も３種類用意しました。入館カードの横に短冊を置き、来館時に願い事を書いて

竹に飾っていただきました。２週間、期間を設けたので、毎回書いてくれる子の姿もあり、たくさんの短冊と七夕飾りで

竹が賑やかに飾られました。 

・己書講座を開催 

己書の講師を招き、己書について教わりました。漢字１文字を書き順や形にとらわれず色紙に書きました。子どもたち

は自分の名前の１文字を選んだり、決まらない子は講師の先生からアドバイスを頂いたりして書きました。参加者から

は次も参加したいと声があがり、次回に繋がる行事となりました。   

（下半期に２回開催予定）、 

・まあぼさんの「えがおでにがおえ」開催 

お子さんの似顔絵を描いてもらう行事を開催しました。１０組の幼児親子の参加がありました。似顔絵を描いてもらう

機会はあまりないので、みなさん描きあがった絵を見て大変喜んで下さいました。１０月のオータムフェスタでも似顔絵

ブースを企画して、まあぼさんに似顔絵を描いていただく機会を予定しています。 

・長森東校区「ふれあいフェスタ」に参加申し込み（再掲③⑮） 

ふれあいフェスタとは、長森東小学校での公開授業後になかよし班（約８名の縦割り班活動）で各コーナーを回って行

くフェスタです。地域の方々による工作・レクリエーション・ゲームなどのコーナーが用意され、班ごとに回りながら、地

域の方との交流を深めていく活動です。今回初めて長森児童センターも参加させていただき、コーナーを一つ担当さ

せていただきます。長森東校区の参加団体の方とも会議を通して親しくなり、今後児童センターでのボランティアのお

願いや学校との情報共有に繋がる良い機会となりました。 

（１１月１５日開催） 

・恵光学園の職員による子育て相談会を開催（再掲③⑫） 

恵光学園の職員の方に幼児クラブでの子どもの様子を見ていただき、クラブ終了後に個別で子育て相談をしていただ

きました。先にお子さんの様子を見ていただいているので、相談に対してのアドバイスがしやすいと、職員の方に言っ

ていただきました。（上半期３回） 

 

◎子どもたちの主体的な活動の場、話し合いの機会等の提供を行ったか。 

・夏祭りスタッフ（再掲③） 

夏祭りのスタッフをおたよりや館内掲示にて募集し、祭りのコーナーすべてを子どもスタッフに担当してもらいました。

幼児・小学生合わせてお祭りを４回に分けて行い、スタッフとして参加できる希望日時に申し込みをしてもらいました。

４回すべて参加してくれる子もあり、多くのスタッフ申し込みがありました。子どもたち主体でコーナーごとに役割分担

を決め、スムーズに進められるよう打ち合わせをすることができました。幼児のお祭りに参加の保護者の方からは「ス

タッフの子の対応がとても良かったです。感動しました」と言っていただきました。（スタッフ登録人数３３人） 
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・「ながもりショータイム」での体操 

毎月開催の「ながもりショータイム」は、得意な事や見てもらいたい事などを披露してもらう企画です。館内でダンスを

している子に参加を呼び掛け参加してもらうことや、幼児親子の多い日はポンポンを持って、みんなで音楽に合わせ

て体操をすることなどを取り入れ続けています。その一つに夏休み企画として、大阪・関西万博のテーマソングの体操

を、毎週土曜日に踊りを覚える時間を設け、計５回行事として企画しました。そして８月のながもりショータイムで万博

体操をみんなで踊りました。本番終了後も子どもから「今日も体操する？」と声がかかり、体操を目的に来館していた

だくことができました。手にポンポンを付けて踊る姿を、澤田新聞店の方に取材していただきました。 

 

□利用者のニーズ、苦情、クレームへの着実な対応、運営への反映 

・利用者アンケートの実施 (再掲①④) 

・独自のアンケートの実施 (再掲①④) 

◎配慮を必要とする子どもへ適切な対応を行ったか。 

・児童発達支援デイサービスからの団体利用 (再掲④⑬) 

４か所の児童発達支援デイサービスから上半期２６回の利用がありました。今年度も車いすの幼児の利用がありまし

た。車いすで部屋に入ることを一般の方にもご理解いただき遊んでいただきました。施設の方と相談しながら利用しや

すい部屋や場所を一緒に考えています。団体利用の際に幼児クラブでのあそびを提供し、活動の参考になりますと喜

んでいただきました。 

・子どもの居場所づくりの推進(再掲④⑬) 

前年度から長森中学校と協力して「校内フリースペース」の一環として、児童館を不登校児童生徒の居場所として活

用していただいています。生徒３，４名・教員１名で利用していただいています。バドミントン・卓球など遊戯室で楽しく

会話をしながら過ごしていただきました。 

（上半期３回） 

 

□利用促進や利用者増に繋がる方策の実施 

・インスタグラムによる広報宣伝活動(再掲②⑥) 

フォロワー数が増え、配信を見ていただくことが多くなり「インスタ見てきました」「お友達に紹介してもらって来ました」

と新規の利用者の方が増えました。 

「おもちゃがたくさんあるところがいいです」、「明るくて居心地がとてもいいです」と言っていただき、ご家族で利用してく

ださる方が増え、保護者人数が増加しました。 

合計利用者数 前年度４月～９月 １４．２９２名から R７年度４月～９月 １６．２２３名と利用者増に繋がりました。 

・「ツナグテ」利用者への PR(再掲②⑥) 

・全児童館・児童センターの案内をおたよりに掲載(再掲②⑥) 

・幼児クラブ申し込み連携 

登録制幼児クラブで定員を上回る応募があり、残念ながら抽選に漏れてしまった方に対して、他館の幼児クラブに空

きがある場合、幼児クラブを紹介できる体制を構築しました。 

 

□管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユース、節水、節電など） 

・ボランティアによる樹木の剪定（再掲⑨⑭） 

地域のボランティアの方による剪定や、草取りをしていただいています。中庭にあるヤマモモの木の剪定と草取りなど

上半期３回来ていただきました。 

・寄付物品・遊具の活用 

利用者の方から使わなくなったおもちゃをいただきました。「あまり使わなかったので」「処分するにはもったいなくて」

など、とても状態の良いものをいただきました。（大型ブロック・トミカシリーズ・知育玩具など） 

子供靴や知育パズルをいただき、幼児夏祭りのくじ引きの景品にさせていただきました。 

工作に使用するためトイレットペーパーの芯やラップの芯を集めています。わざわざそれだけを届けに来てくださる方

もあります。工作等いろいろに活用しています。 

・手作りカードゲームが多種多様になる（再掲③⑨） 

・ふれあい花壇の活用（再掲⑤⑨） 

・経費削減に繋がる方策 

エアコンの設定温度は、子どもたちの熱中症対策・健康管理を優先しました。エアコンのフィルター清掃、不在時のオ

フを実施し、効率的な運転を心がけました。 

使用していない部屋のこまめな消灯に努めました。 

当法人内の就労継続支援 B 型事業所による施設清掃を実施し支出を抑えました。（再掲⑨⑭） 

市の施設等の出前講座やボランティアを活用することで、講師料の大幅削減に努めました。（*岐阜県レクリエーション

協会より「道具レンタル」・「レクリエーション指導者派遣」・幼稚園の先生とあそぼう・交通安全協会読み聞かせ） 

 

□職員の資質向上を図る研修の実施または研修会への参加（安定性安全性⑫） 

職員研修の充実 

・職員スキルアップ研修会(６月～１１月、４回開催、上半期は２回開催) 各児童館・児童センター職員が講師となり持

ち回り開催。各施設１名以上が参加 

６月２４日：サンフレンドみわ児童センター8 名参加 内容：こどもへの言葉のかけ方 

７月 ９日：サンフレンドうずら児童センター １１名参加 内容：人気のおもちゃ(紹介と実践) 、梅林児童館・加納児童

センター職員も参加。 

・虐待防止研修会の開催(再掲⑫⑬) 

６月４日：事務局・講師:岐阜県警察本部少年サポートセンター職員 ８名参加 

内容:児童虐待の実態、最近の子どもについて、少年サポートセンターの役割など。 

・普通救命講習 3 (小児・乳児対象) 

６月１２日：岐阜市消防本部・講師:岐阜中消防署員 １０名参加 

内容： 小児や乳児に対する心肺蘇生法や AED、止血法を学ぶ。 
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・熱中症対策研修会 

６月５日：事務局・講師:岐阜市中保健センター職員 ９名参加 

内容：子どもの熱中症対策、熱中症の応急処置など。 

・新規採用者研修会 

７月２日：事務局・講師:事業団役員 ７名参加 

内容：今年度児童館・児童センターに配属された職員を対象として、児童館ガイドライン(平成３０年改正厚労省)の内

容を理解し、児童館運営の充実に役立てるため、児童館ガイドラインの策定に携わった当事業団役員が講師となり開

催。スキルアップ研修会 

・９月２５日：事務局・講師：エールぎふ相談員 ９名参加 

内容：発達障碍児と保護者への対応を学ぶ 

 

＜・保護者対象行事職員も参加し、知識を深める＞ 

・保健師による離乳食についての講座 

６月２４日：０歳児クラブ 

クラブに参加し、保健師の方の講座を聞き、離乳食について学ぶ。 

・恵光学園の職員による子育て相談会（再掲③⑫） 

６月１８日・７月１１日・９月２４日 

相談会後、どんな相談があり、どのような返答をしたのかを職員の方に話を伺い、対応の仕方、どんな言葉がけが良

いかを教わり学ぶ。 

 

□リスク防止対策の実践（安定性安全性⑬） 

・感染症対策オンライン研修会 

当事業団すべての職員を対象にオンラインでの感染症対策の研究会での講義を聴き知識を得ることができました。 

・虐待防止委員会 

当事業団児童館・児童センター所長９名による虐待防止委員会児童部門を開催。各施設での事例を参考に虐待防止

に向けた対応策について研究しました。 

・虐待防止研修会（再掲⑫⑬） 

虐待防止研修会を開催し、児童館児童センター職員として子どもの虐待防止に向けた適切な対応ができるように取り

組みました。 

・電子メールの誤送信対策の徹底 

長森児童センターでは、メールアドレスを他者に漏洩することがないよう電子メールを使用して一斉配信をする際は、

自動的に BCC に変換できるソフトを導入し、対策しています。 

・子どもの居場所づくりの推進(再掲④⑬) 

・児童発達支援デイサービスからの団体利用 (再掲④⑬) 

・子ども 110 番の家の登録(再掲⑬⑮) 

子どもが助けを求めた際、その子どもを保護し、必要により警察、学校、家庭などへ連絡するなど、地域ぐるみで子ど

もたちの安全を守るため、子ども１１０番の家に登録しています。 

・大規模災害対策 

これまで、飲料水や非常用菓子、ヘルメットを大規模災害対策のため備蓄していましたが、これらに加え、新たにアル

ファ米、生理用品を備蓄しました。 

 

□地元の諸団体との連携、交流（貢献性⑭） 

・岐阜市中地区交通安全協会長森北支部との連携（再掲⑭⑮） 

交通安全協会長森北支部の「読み聞かせの会」をサポートしています。今年度は岐阜東高校と長森中学校の学生に

も呼び掛けて、絵本を読んでもらう機会を作り交通安全啓発活動に取り組んでいます。 

絵本の読み聞かせボランティア （４月・７月・９月） 

・主任児童委員主催の情報交流に参加（再掲②⑭） 

・学生と乳幼児のふれあい開催 

大学生、専門学生３名、小学生３名と乳幼児親子３組とで交流しました。始めに職員によるふれあい遊びをした後、学

生と幼児親子で組となり乳幼児と遊びながら保護者の方に子育ての話をしていただく交流をしました。どのグループも

会話がはずみ予定時間３０分が短く感じたようでした。交流終了後もそのまま延長してお話をしてくださいました。保護

者の方が快く、育児の様子を話してくださったので、参加した学生も「こんな機会は本当にありがたいです。次にあれ

ばまた参加したいです」と言っていただけました。 

・岐阜県レクリエーション協会より、遊具借用 

児童センターにはない高額なレクリエーション用具を借用して行事に活用しています。（上半期２回） 

 

・恵光学園の職員による子育て相談（再掲③⑭）。 

 

地元の団体・住民との協働事業等の実施 

・親子ふれあい教室への開催協力（再掲⑭⑮） 

長森北地区をはじめ、長森南。長森西・長森東・日野校区の親子ふれあい教室のサポートなどや移動児童館として訪

問し、職員による様々な遊びを体験していただきました。 

 

・後期に向けて共同企画 

野一色公園を管理しているＳＮＫＫホールディングスと野一色公園にてフリーマーケットの企画を前年度に続き開催。 

受付は８月から１０月にかけて行っています。（１０月２５日開催） 

 

□地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・障がい者等の活用 

・就労継続支援 B 型事業所による施設清掃(再掲⑨⑭) 
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・東海学院大学から実習生を受け入れました。（８月） 

・中部学院大学から１日ボランティア 

職業訓練生を受け入れました。 

・近隣の衛生専門学校生受け入れ 

衛生専門学生４名が「こどもの成長の過程について」の課題のため、幼児親子との交流をしました。 

地域の個人ボランティア 

・庭木の剪定（再掲⑨⑭） 

・七夕行事に竹の準備（再掲③⑭） 

 

□地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への参加（地元行事への参加）（貢献性⑮） 

・資源分別回収の協力 

長森中校区の資源分別の協力として段ボールや雑誌などを提供しています。（上半期１回） 

・岐阜版アダプトプログラムへの参加 

職員が児童館周辺道路の清掃活動を定期的に実施する、岐阜版アダプトプログラムに参加しています。 

清掃活動は、毎週木曜日の朝実施しています。 

・子ども１１０番の家の登録(再掲⑬⑮) 

 

□地元の団体・住民との協働事業等の実施 

・親子ふれあい教室への開催協力（再掲⑭⑮） 

・長森東校区「ふれあいフェスタ」に参加申し込み（再掲③⑮） 

・岐阜市中地区交通安全協会長森北支部との連携（再掲⑭⑮） 

 

前回までの意見を 
踏まえた取組み状況 

□野一色公園等と連携し、フリーマーケット等のイベントを主催として企画・運営を行い、児童センターの認知度向上

に加え、地域の賑わい劇出にも寄与した点は非常に評価できる。そのため、「既存業務の改善、工夫又は新規事業

等の実施」の評価項目は SS 評価が妥当である。是非、他の児童館・児童センターにも情報提供し、普及させていただ

きたい。 

地域の方へのフリーマーケットの認知度が向上し、それによって児童センターを知っていただくきっかけとなり、利用者

増にも繋がっています。 

□日頃から、各団体と協力・連携を取り、児童センターの取り組みを行っている。 

各団体の方と連絡を定期的に取り、新規行事となる企画に繋げました 

□通常の来館アンケート以外にも、子どもたちからやってみたいことや、行事について意見を聴取し、活動に反映相と

している点は評価できる。 

子どもの意見を尊重し、子ども主体の行事となるよう努めました。 

 

今後の取組み 

□地域の方のお力をお借りして、地域に根差した児童センターとなるよう、新規行事の企画に取り組みます。 

□移動児童館の充実を図り、学校、地域親子ふれあい教室からの依頼が増えるよう、各公民館や長森コミュニティー

センターへの情報提供を強化していきます。 

□「校内フリースペース」の充実に努め、長森児童センターで楽しく過ごしていただけるよう、活動内容を考え利用して

いただく回数が増えるよう努めます。 

 

 

●所管課の意見 
〇夏まつりにおいて駐車台数に限りがあることから、午前・午後の２部制とし、また、事前申し込み制とすることで、混雑なく利用者に楽しんでも

らえるよう改善がなされている。 

〇地域の情報誌に取材依頼し、児童館の活動の様子を取材してもらい掲載してもらうなど積極的に広報活動を行う取り組みは継続して行って

ほしい。 
 
 

●指定管理者評価委員会の意見 
〇児童発達デイサービスの団体利用を多く受け入れ、健常児と障がい児が触れ合う機会を創出している点は評価できる。 

○新規事業に積極的に取り組んでいる点は評価できる。 

○その他、すべての評価項目が業務要求水準以上となっており、適正に管理運営が行われている。 
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